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　令和３年第４回定例会は、１２月７日から１７日までの１１日間の会期で行われ
ました。
　今定例会では、村長から条例制定・改正、補正予算など１６議案が提出されまし
た。審議の結果、すべての議案が原案のとおり可決されました。
　また、議員からは条例改正など２議案、意見書１件が提出され、原案のとおり可
決されました。
　一般質問は１５日に行われ、３人の議員が登壇し、村政全般にわたり質問がなさ
れました。

補正予算
補正予算を可決
　今回の補正予算は、当初予算に組み込むことができなかった
もの、その後必要が生じた事項で早急な予算措置が必要なもの
について計上しています。

会　　計　　名 補　正　額 予　算　総　額
一般会計 ※第６号・第７号の合算額 ３億 5,515 万 7 千円 68 億 7,504 万 4 千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 87 万 6 千円 17 億 8,560 万 4 千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 89 万 2 千円 1 億 7,636 万 5 千円
介 護 保 険 特 別 会 計 歳入組み替えのため、歳入歳出予算の総額に変更ありません。

水 道 事 業 会 計 収 益 的 支　出 72 万円 5 億 5,265 万 3 千円

下水道事業会計 収 益 的
収　入 1,542 万 2 千円 ８億 8,195 万 5 千円
支　出 1,544 万 3 千円 8 億 7,493 万 1 千円

会　　計　　名 事　　　項 期　　　間 限　度　額
電 気 事 業 会 計 発電所保守管理業務 令和４年度～令和６年度 843 万円

令和３年第４回定例会

【債務負担行為の補正】

主な内訳

【一般会計】
　子育て世帯臨時特別給付金給付費 ･････････････････････････････････････2 億 1,790 万円
　（対象児童（0 歳～ 18 歳）を養育するものに一人あたり 10 万円の給付）
　ＧＩＧＡスクール構想実現事業･････････････････････････････････････････････1,175 万円
　（授業用タブレットの持ち帰り学習対応のための設定委託料）
【下水道事業会計】
　公共下水道・農業集落排水接続工事費補助金 ･････････････････････････1,526 万 2千円
　（下水道（公共下水道・農業集落排水）接続工事費補助金の増額）
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◆
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権

侵
害
に
対
す
る
調
査
及
び
抗
議

を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

に
お
い
て
、
大
規
模
な
恣
意
的

勾
留
、
人
権
弾
圧
が
中
国
当
局

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
国
際
社
会
は
深
く
憂
慮
し
て

い
る
。
国
連
の
人
権
差
別
撤
廃

委
員
会
は
、
法
的
手
続
き
な
し

に
長
期
に
わ
た
っ
て
強
制
収
容

さ
れ
て
「
再
教
育
」
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

「
切
実
な
懸
念
」
を
表
明
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
直
ち
に
日
本
政
府

と
し
て
調
査
を
実
施
し
、
各
種

問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
中
国
政

府
に
対
し
て
抗
議
及
び
即
時
是

正
を
求
め
る
こ
と
を
要
請
す

る
。

【
審
議
結
果
】
可
決

【
意
見
書
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官

意　

見　

書

区分 議　　　案 議　　案　　内　　容

条
例
制
定
・
改
正

大山湖畔公園の設置及び管理に関する
条例

平成 28 年度に関東財務局から売却を受けた、約４万㎡の
大山地区の土地を公園として整備を進めるにあたり、設置
及び管理に関する条例を制定するもの。

【名称】　大山湖畔公園
【位置】　美浦村大字大山２０１４番地８

美浦村国民健康保険条例の一部を改正
する条例

出産育児一時金の内訳を改正。
【出産育児一時金の金額】
　４０４, ０００円から４０８, ０００円

【産科医療補償制度の掛金】
　１６, ０００円から１２, ０００円

そ
の
他

権利の放棄について
（水道料金に係る債権）

回収困難な水道料金について下水道使用料・農業集落排水
事業使用料の消滅時効の５年に合わせ債権を放棄するもの。

【調定年度】平成１３年度から平成２７年度
【人数】５４５人
【件数】３, ９０６件
【金額】１３, ４１６, ８３６円

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村老人福祉センター） 【指定管理者】

　社会福祉法人　美浦村社会福祉協議会
【指定期間】
　令和４年４月１日より令和７年３月３１日まで

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村デイサービスセンター）
公の施設の指定管理者の指定について

（美浦村自立支援センター）

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村生涯郷土工芸館）

【指定管理者】
　公共社団法人　美浦村シルバー人材センター

【指定期間】
　令和４年４月１日より令和７年３月３１日まで

公の施設の指定管理者の指定について
（大谷時計台児童館・木原城山児童館）

【指定管理者】
　株式会社　明日葉

【指定期間】
　令和４年４月１日より令和７年３月３１日まで

そ の 他 議 案 と 審 議 結 果
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※議長（下村議員）は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

令和３年第４回定例会議案・審議結果一覧
会期：令和３年１２月７日～１２月１７日

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

下
村　
　

宏

小
泉　

嘉
忠

北
出　
　

攻

松
村　

広
志

葉
梨　

公
一

塚
本　

光
司

岡
沢　
　

清

飯
田　

洋
司

山
崎　

幸
子

林　
　

昌
子

小
泉　

輝
忠

沼
﨑　

光
芳

議案
１号 大山湖畔公園の設置及び管理に関する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２号 美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
３号 権利の放棄について（水道料金に係る債権） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
４号

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村老人福祉センター） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
５号

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村デイサービスセンター） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
６号

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村生涯郷土工芸館） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
７号

公の施設の指定管理者の指定について
（美浦村自立支援センター） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
８号

公の施設の指定管理者の指定について
（大谷時計台児童館・木原城山児童館） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
９号 令和３年度美浦村一般会計補正予算（第６号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
10号 令和３年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
11号 令和３年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
12号 令和３年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
13号 令和３年度美浦村水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
14号 令和３年度美浦村下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
15号 令和３年度美浦村電気事業会計補正予算（第１号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
16号 令和３年度美浦村一般会計補正予算（第７号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委
１号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委
２号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委
３号

中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査及び抗議を求める意
見書 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　初めて傍聴しました。いろんな方面で村のことを考えているなと思いました。
美浦村の人口が増えるような対策をしていただきたいです。

　初めて傍聴させて頂きました。いつも「議会だより」を見せて頂いております
が、このようにやっているのだなとわかりました。勉強になりました。

美浦大学生が議会を傍聴
　１２月１５日、美浦大学生８名に議会を傍聴いただきました。
ここにアンケートの一部を紹介いたします。ご協力ありがとう
ございました。
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　令和３年第２回臨時会は、１１月１２日に開催されました。本臨時会では、
２議案が提出され、審議の結果、すべて原案のとおり承認・可決されました。

議　　案 議　案　内　容

専決処分の承認を求めることについ
て（令和３年度美浦村一般会計補正
予算（第５号））

【補正額】４，５３９万４千円
　新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金等
　の経費

工事請負契約の締結について

【目　的】　美浦中学校体育館空調設備設置工事
【金　額】　７０，８０６，６０４円
【相手方】　株式会社　ナカジマ
【工　期】　本契約日の翌日から
　　　　　令和４年３月１８日まで

議案
番号 件　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

下
村　
　

宏

小
泉　

嘉
忠

北
出　
　

攻

松
村　

広
志

葉
梨　

公
一

塚
本　

光
司

岡
沢　
　

清

飯
田　

洋
司

山
崎　

幸
子

林　
　

昌
子

小
泉　

輝
忠

沼
﨑　

光
芳

議案
１号

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度美浦村一般会計補正予
算（第５号）） 承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２号 工事請負契約の締結について 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（下村議員）は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

●令和３年第２回臨時会議案・審議結果一覧
会期：令和３年１１月１２日

令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会

◆
美
浦
村
議
会
地
方
自
治
研
究
会

【
視
察
日
】

令
和
３
年
12
月
８
日

【
視
察
目
的
】

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
119
番
通
報
か

ら
出
場
ま
で
の
流
れ
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使
っ
た

取
り
組
み
に
関
す
る
研
修
。

【
参
加
議
員
】
12
名

【
視
察
内
容
】

　

美
浦
村
議
会
地
方
自
治
研
究
会

で
は
、
令
和
３
年
３
月
22
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
た
指
令
セ
ン
タ
ー

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
は
、
美
浦

村
を
含
む
３
市
３
町
１
村
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
消
防
に
係
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
美
浦
村
内
で
119

番
に
電
話
を
か
け
る
と
こ
の
指
令

セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
通
報
を

受
け
た
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災

害
現
場
の
決
定
・
出
場
隊
の
編
成
・

出
場
指
令
・
出
場
の
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

新
し
い
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
各

装
置
が
最
新
鋭
の
も
の
と
な
り
、

ま
た
、
超
望
遠
レ
ン
ズ
を
備
え
た

高
所
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
、
災
害

現
場
の
情
報
を
瞬
時
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
新
た
な
装
置
と
し
て

採
用
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
119
」
と

呼
ば
れ
る
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
今
ま
で
音
声
の
み
の
通
報
受

信
で
あ
っ
た
も
の
を
、
映
像
を
介

し
て
受
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
消
防
職
員

が
現
場
の
把
握
・
規
模
を
的
確
に

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

に
口
頭
・
映
像
で
応
急
処
置
の
指

導
な
ど
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
日
々
努
力
さ

れ
て
い
る
消
防
職
員
に
加
え
、
最

新
鋭
の
設
備
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

視
察
研
修
報
告

も

い
限

で
す

究
会

能
消



興
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
に
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
美
浦
村
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

全
農

地
対
象
に
利
用
意
向
調
査
、
担
い

手
に
対
し
農
地
借
り
受
け
の
意
向

や
拡
大
面
積
の
確
認
、
農
業
全
体

の
課
題
等
の
調
査
を
実
施
し
、
意

見
を
反
映
さ
せ
た
プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
末
に

公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
美
浦
村
の
農
業
振

興
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

村
独

自
の
助
成
、
後
継
者
の
い
な
い
農

地
所
有
者
と
農
地
拡
大
を
希
望
す

る
農
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
基
盤

整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
美
浦
村
の
農

業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
。

　
　
　
（
村
長
）　

基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
守
る
た
め
、
令
和
４
年

度
の
産
地
づ
く
り
助
成
金
も
例
年

通
り
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

状
況
の
中
で
の
米
価
・
コ
メ
の
需

要
の
動
向
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

米
価

は
前
年
度
と
比
較
し
２
千
円
以
上

低
下
し
て
い
る
。
主
食
用
米
の
需

要
は
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、

近
年
は
年
間
10
万
ト
ン
程
度
と
、

減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
美
浦
村
農
業
振
興

政
策
（
水
稲
）
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）　

稲
作

の
生
産
調
整
達
成
者
に
対
し
、
国

の
助
成
に
村
の
助
成
を
上
乗
せ
す

る
他
、
利
子
補
給
や
、
近
年
は
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
し
電

気
柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
資
材
購

入
費
を
助
成
す
る
等
、
農
業
の
振
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こ
れ
か
ら
の
美
浦
村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
美
浦
村
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

葉
は な し

梨 公
こう い ち

一
議 員

葉
はなし

梨 公
こういち

一　議員　所属：総務経済委員会

○これからの美浦村の農業振興について

林
はやし

　　昌
しょうこ

子　議員　所属：総務経済委員会

○より良い学校給食について
○子宮頸がん予防ワクチン積極的勧奨再開に

ついて
〇気候非常事態宣言について

松
まつむら

村 広
ひろ し

志　議員　所属：厚生文教委員会

○ノーマライゼーションとＳＤＧｓについて

　令和３年第４回定例会の一般質問は１２月
１５日に行われ、３人の議員が登壇し、村政
全般にわたり質問がなされました。
　質問項目は右のとおりとなります。ここで
は、やり取りの一部を抜粋して紹介いたしま
す。詳細な内容は会議録の公表をお待ちくだ
さい。

一般質問一般質問



　
　
　

昨
年
６
月
に
正
確
な
情
報

周
知
に
つ
い
て
質
問
し
、
対
象
者

全
員
に
通
知
が
再
開
さ
れ
た
。
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）　

予
診

表
の
個
別
送
付
等
に
よ
る
周
知
を

進
め
る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
対
応
す
る
。

　
　
　

住
民
と
と
も
に
こ
れ
以
上

気
候
変
動
を
さ
せ
な
い
努
力
を
す

る
事
が
必
要
と
考
え
る
。
本
村
の

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）「
美
浦

村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
み
を
周
知
。

　
　
　
（
村
長
）　

国
か
ら
都
道
府

県
、
そ
し
て
市
町
村
に
意
識
を
促

す
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　
　

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
成

長
し
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
よ

り
良
い
学
校
給
食
を
目
指
す
こ
と

が
必
要
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

①
子
ど
も
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

　

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。

②
幼
稚
園
給
食
を
大
谷
小
学
校
給

　

食
室
で
作
り
運
搬
す
る
検
討
。

③
幼
稚
園
給
食
に
つ
い
て
、
施
設

　

も
含
め
た
今
後
の
構
想
。

　
　
　
（
教
育
部
長
）

①
実
施
し
、
献
立
作
成
の
参
考
と

　

す
る
。

②
現
実
的
に
は
難
し
い
。

　
　
　
（
教
育
長
）

③
総
合
教
育
会
議
で
児
童
館
・
保

育
所
・
幼
稚
園
の
今
後
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
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答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

林
はやし

昌
し ょ う こ

子
議 員

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

よ
り
良
い
学
校
給
食
に
つ
い
て

よ
り
良
い
学
校
給
食
に
つ
い
て

松
まつ む ら

村 広
ひ ろ し

志
議 員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

積
極
的
勧
奨
再
開
に
つ
い
て

積
極
的
勧
奨
再
開
に
つ
い
て

長
か
ら
「
当
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た

め
に
は
特
別
支
援
教
育
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
で

あ
り
、「
小
中
学
校
か
ら
通
級
指

導
や
特
別
支
援
学
級
等
の
連
続
性

の
あ
る
環
境
の
設
定
も
基
と
な
る
、

関
係
機
関
と
の
連
携
等
を
重
ね
構

築
の
検
討
を
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）　

当
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け
授
業
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
は
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
が
能
力
や
可
能
性
を
最

大
限
に
伸
ば
す
こ
と
に
併
せ
、
全

て
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
や
す
い

環
境
と
理
解
で
き
る
授
業
を
目
指

す
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
内
容
の

検
討
と
指
導
の
工
夫
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　

本
村
の
新
た
な
「
障
が
い

者
計
画
」
に
よ
る
『
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
と
は
、「
健
常
者

と
障
が
い
者
が
区
別
さ
れ
ず
同
様

の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず
必
要
な
も

の
」「
普
通
と
は
何
か
？
」
な
ど

を
改
め
て
問
う
こ
と
で
も
あ
る
。

更
に
、原
理
の
一
つ『
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
（
包
摂
性
）
な
社
会
』
が
原

則
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
「
自
他
共
の
幸
福
」「
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
と
軌
を
一
に
す
る
。
平
成

28
年
６
月
の
議
会
質
問
で
は
、『
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

構
築
』
を
尋
ね
た
。
当
時
の
教
育

質
問

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

答
弁
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議員活動

10 月

1 日 ４団体連絡会議

13 日 全国町村議会議長会　制度運営検討委員会

14 日 全国町村議会議長会　都道府県会長会議

15 日
地方自治研究会

広報公聴委員会

20 日 龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会

22 日 村例月出納検査

25 日 江戸崎地方衛生土木組合出納検査・定期審査

26 日 4 団体と知事との県政要望に関する懇談会

27 日 村定期監査　～ 29 日

29 日 龍ケ崎地方衛生組合議会定例会

11 月

9 日
森林湖沼環境税の継続を求める要望活動

福島県北塩原村議会視察受け入れ

11 日 茨城県戦没者追悼式

12 日

議会臨時会

議会全員協議会

地方自治研究会

15 日 江戸崎地方衛生土木組合議会全員協議会

16 日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会・定例会

17 日 国への要望活動

議会を傍聴してみませんか
●役場３階の議場までエレベーターでお越

しいただけます
●役場１階のロビーでも本会議の実況をご

覧いただけます
●会議録や議会だよりなどホームページに

掲載しています
●議会だよりについてのご意見・ご要望を

お待ちしています

お問い合わせ先
議会事務局
☎ 029-885-0340　内線 301・302
Ｅ -mail　gikai ＠ vill.miho.lg.jp

11 月

23 日 県南町村会行政視察　～ 25 日

24 日
江戸崎地方衛生土木組合出納検査

稲敷地方広域市町村圏事務組合出納検査

26 日
村例月出納検査

市町村負担金審議委員会

29 日 村シルバー人材センター理事会

30 日
江戸崎地方衛生土木組合議会定例会

議会運営委員会

12 月

7 日
議会定例会

議会全員協議会

8 日

総務経済委員会

厚生文教委員会

地方自治研究会　視察研修
（稲敷広域消防本部高機能消防指令センター）

15 日
議会定例会（一般質問）

広報公聴委員会

17 日 議会定例会

20 日 江戸崎地方衛生土木組合議会全員協議会

24 日 江戸崎地方衛生土木組合出納検査

27 日 村例月出納検査

委員長　　松村　広志　　　委　員　　小泉　輝忠　　　委　員　　小泉　嘉忠
副委員長　葉梨　公一　　　委　員　　岡沢　　清　　　委　員　　北出　　攻

議会広報公聴委員会

検索美浦村議会

次回定例会は、３月８日（火）開会予定です。


